
防災行政無線・登録制メールについて

町では、全国瞬時警報システム（Jアラート）の充実を図るため、「登録制メール」・「緊急速報メール（エリアメール）」・「町
のホームページ」・「町 Facebook」・「町 Twitter」へ自動連携するシステムを運用しています。
町域にかかる気象情報や警報、地震時の震度情報（震度 4 以上）、ミサイル攻撃やテロ攻撃などの国民の安全確保にか
かわる情報など、災害に関する情報を配信します。
緊急速報メール（エリアメール）を利用している方も、災害に対する備えとして、登録制メールをご利用ください。

防災行政無線の基本操作です

乾電池を交換する

●異常な動作●正常な動作
戸別受信機のランプについて

電源フタの▽部分
を下に押しながら、
フタを外します。 

乾電池を取り外し
ます。
（※必ず電源を切
ってから外してく
ださい。） 

録音動作ができない
※故障の可能性があ
ります。

乾電池の交換が必要
です。

電波状態不良
※消灯又は点滅時は
電波の状態が悪い可
能性があります。
ロッドアンテナを伸
ばし、窓際等の電波
が入りやすい場所へ
受信機を置いてくだ
さい。

録音ランプ

乾電池ランプ
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内部の乾電池ケー
スを裏返せば、単
１電池、単２電池、
単３電池のどれで
も使用可能です。 

⊕⊖の方向を確認
して乾電池を交換
し、フタを閉めて
完了です。 

［※「防災無線が壊れてる」とのお問い合わせのほとんどが
電池が切れている状態です。まずは下記の取扱いをご確認
願います。］
避難所の開設や土砂災害警戒情報等の避難に係る情報は、
テレビ・ラジオ・インターネットのほか、町の防災行政無
線で放送します。災害に備えて、日頃から戸別受信機の使
用方法について正しく理解しておきましょう。

ACランプ

未再生の放送が録音
されているとき

留守録音設定中かつ
未再生の通報内容が
録音されているとき
電波が正常に受信で
きているとき
停電時など乾電池で
作動しているとき

留守録音設定中
※録音ボタンを押し、
ピピッという音がし
たら解除
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防災行政無線は、住民課窓口で貸出しています。
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「自分の命は自分で守る」を合言葉に
町民の皆様には、日頃より防災行政に対するご理解とご協力を頂き誠にありがとうございます。
さて本町は、平成２３年３月の東日本大震災、最近では令和元年１０月の東日本台風により甚大

な被害を受けました。更には、全国各地を見ても、自分たちの力ではどうにもならないような自然災
害が多数発生しており、いつまた災害が起きてもおかしくありません。
棚倉町では、これまでに経験した災害だけではなく、想定をはるかに超える災害に備えるため防

災マップをリニューアルしました。町民の皆様には、改めて防災への関心と意識を高め、災害への備
えをお願いします。
私たちが、防災・減災を考えるとき「自助」「共助」「公助」の３つが重要であり、これらを連携する

ことが不可欠となっています。
「自助」＝自分自身（家族も含む）の身の安全を守ること。
「共助」＝地域や周囲の人たちが協力して助け合うこと。（自主防災組織等）
「公助」＝町や消防、県や警察、自衛隊といった公的機関による救助や援助。
「公助」はもとより、この「自分の身は自分で守る（自助）」「自分たちの地域は自分たちで守る
（共助）」の意識を高めていただき、日頃から災害に備えて頂くことが、被害を軽減するために重要
であることをご理解いただくとともに、防災対策として防災マップを目の届くところに常備し、ご家
族や各地域において役立てて頂きますようお願い申し上げます。
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